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議案第２１号  

羽生市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例等の一部を改正する条例  

（羽生市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

改正）  

第１条  羽生市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

（昭和３１年条例第２７号）の一部を次のように改正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在すると

きは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３） 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改  正  後  改  正  前  

（費用弁償）  （費用弁償）  

第４条  議長及び議員が公務のため

市 外に旅 行した とき は、そ の旅行

に ついて 、費用 弁償 として 旅費を

支給する。  

第４条  議長、副議長及び議員が公

務 のため 市外に 旅行 したと きは、

そ の旅行 につい て、 費用弁 償とし

て旅費を支給する。  

２  （略）  ２  （略）  

別表（第４条関係）  別表（第４条関係）  

職名  宿泊料（１夜

につき）  

食卓料（１

夜につき）  

議長  

 

１３，３００

円  

２，５００

円  

議員  １１，８００

円  

２，５００

円  
 

職名  宿泊料（１夜

につき）  

食卓料（１

夜につき）  

議長  

副議長  

議員  

１４，４００

円  

２，５００

円  

   
 

備考  議 員 が議長を代理し旅行し

た ときは 、その 者を 議長と み

な して旅 費の額 を計 算する も

のとする。  
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（羽生市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部改正）  

第２条 羽生市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例（昭和３９年条例第２号）の一部を次のように改正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在すると

きは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３） 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改  正  後  改  正  前  

別表第２（第８条関係）  別表第２（第８条関係）  

職名  日当

（１日

につ

き）  

宿泊料

（１夜に

つき）  

食卓料

（１夜

につ

き）  

市長  

副市長  

教育長  

２，２００

円  

１３，３００

円  

（略）  

 

職名  日当

（１日

につ

き）  

宿泊料

（１夜に

つき）  

食卓料

（１夜

につ

き）  

市長  

副市長  

教育長  

２，２００

円  

１４，４００

円  

（略）  

 

  

（職員の旅費に関する条例の一部改正）  

第３条  職員の旅費に関する条例（昭和３１年条例第３５号）の一  

を次のように改正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在すると

きは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３） 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
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改  正  後  改  正  前  

羽 生 市 一 般 職 職 員 の 旅 費 に 関

する条例  

職員の旅費に関する条例  

（目的）  （目的）  

第１条  この条例は、地方公務員法

（ 昭和２ ５年法 律第 ２６１ 号）第

２ ４条第 ５項の 規定 に基づ き、公

務 のため 旅行す る職 員に対 し支給

す る旅費 に関し 必要 な事項 を定め

ることを目的とする。  

第 １ 条  こ の 条 例 は 地 方 公 務 員 法

（ 昭和２ ５年法 律第 ２６１ 号）第

２ ４条第 ５項の 規定 に基づ き、公

務 のため 旅行す る職 員に対 し支給

す る旅費 に関し 必要 なる 事 項を定

めることを目的とする。  

（旅行命令等）  （旅行命令等）  

第４条  旅行は、任命権者若しくは

そ の委任 を受け た者 又は旅 行依頼

を 行う者 （以下 「旅 行命令 権者」

という。）の発する旅行命令等によ

って行われなければならない。  

第４条  旅行は、任命権者若しくは

そ の委任 を受け た者 、又は 旅行依

頼 を 行 う 者 （ 以 下 「 旅 行 命 令 権

者」という。）の発する旅行命令等

によって行われなければならない。 

（旅費の計算）  （旅費の計算）  

第６条  旅費は、最も経済的な通常

の 経路及 び方法 によ り旅行 した場

合 の 旅 費 に よ り 計 算 す る 。 た だ

し 、公務 上の必 要 な 場合又 は天災

そ の他や むを得 ない 事情に より最

も 経済的 な通常 の経 路又は 方法に

よ って旅 行し難 い場 合には 、その

現 によっ た経路 及び 方法に よって

計算する。  

第６条  旅費は最も経済的な通常の

経 路及び 方法に より 旅行し た場合

の 旅費に より計 算す る。た だし、

公 務上の 必要又 は天 災その 他やむ

を 得ない 事情に より 最も経 済的な

通 常の経 路又は 方法 によっ て旅行

し 難い場 合には 、そ の現に よった

経路及び方法によって計算する。  

第７条  旅行者が同一地域に滞在す

る 場 合 に お け る 日 当 及 び 宿 泊 料

は 、その 地域に 到着 した日 の翌日

か ら起算 して滞 在日 数３０ 日を超

え る場合 にはそ の超 える日 数につ

い て定額 の２割 、滞 在日数 ６０日

を 超える 場合に は そ の超え る日数

に ついて 定額の ３割 に相当 する額

を それぞ れの定 額か ら減じ た額に

よる。  

第７条  旅行者が同一地域に滞在す

る 場 合 に お け る 日 当 及 び 宿 泊 料

は 、その 地域に 到着 した日 の翌日

か ら起算 して滞 在日 数３０ 日を超

え る場合 には 、 その 超える 日数に

つ いて定 額の２ 割、 滞在日 数６０

日 を超え る場合 には 、その 超える

日 数につ いて定 額の ３割に 相当す

る 額をそ れぞれ の定 額から 減じた

額による。  

２  （略）  ２  （略）  

（鉄道賃）  （鉄道賃）  

第９条  （略）  第９条  （略）  

２  （略）  ２  （略）  

３  前項の規定するもののほか、市 ３  前項の規定するもののほか、市
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長 が特に 必要と 認め た場合 は 、特

別車両料金を支給することができる。  

長 が特に 必要と 認め た場合 は 特別

車両料金を支給することができる 。 

４  （略）  ４  （略）  

（船賃）  （船賃）  

第１０条  船 賃の額は、次に掲げる

旅 客運賃 （はし け賃 及び 桟 橋賃を

含 む。以 下本条 にお いて「 運賃」

という 。）、寝台料金及び特別船室

料金による。  

第１０条  船 賃の額は、次に掲げる

旅 客運賃 （はし け賃 及び さ ん橋賃

を 含 む 。 以 下 本 条 に お い て 「 運

賃」という。）、寝台料金及び特別

船室料金による。  

（１）・（２）  （略）  （１）・（２）  （略）  

（ ３）  公 務 上 の必 要によ り別に

寝 台 料 金 を 必 要 と し た 場 合 に

は 、 前 ２ 号 に 規 定 す る 運 賃 の ほ

か、現に支払った寝台料金  

（ ３）  公 務 上 の必 要によ り別に

寝 台 料 金 を 必 要 と し た 場 合 に

は 、 前 ２ 項 に 規 定 す る 運 賃 の ほ

か、現に支払った寝台料金  

（４）  （略）  （４）  （略）  

２  （略）  ２  （略）  

（車賃）  （車賃）  

第１２条  車 賃の額は、１キロメー

ト ル に つ き ３ ７ 円 と す る 。 た だ

し 、公務 上の必 要 な 場合又 は天災

そ の他や むを得 ない 事情に より定

額 の車賃 で旅行 の実 費を支 弁する

こ とがで きない 場合 には、 実費額

による。  

第１２条  車 賃の額は、１キロメー

ト ル に つ き ３ ７ 円 と す る 。 た だ

し 、公務 上の必 要又 は天災 その他

や むを得 ない事 情に より定 額の車

賃 で旅行 の実費 を支 弁する ことが

で き な い 場 合 に は 、 実 費 額 に よ

る。  

２  車賃は、全路程を通算して計算

す る。た だし、 第８ 条の規 定によ

り 区分計 算をす る場 合には 、その

区 分され た路程 ごと に通算 して計

算する。  

２  車賃は全路程を通算して計算す

る 。ただ し、第 ８条 の規定 により

区 分計算 をする 場合 には、 その区

分 された 路程ご とに 通算し て計算

する。  

３  前項の規定により通算した路程

に １キロ メート ル未 満の端 数を生

じたときは、これを切り捨てる。  

３  前項の規定により通算した路程

に １キロ メート ル未 満の端 数を生

じたときはこれを切り捨てる。  

（日当）  （日当）  

第１３条  日 当の額は、別表の定額

による。  

第１３条  日 当の額は、別表第１の

定額による。  

２  （略）  ２  （略）  

（宿泊料）  （宿泊料）  

第１４条  宿 泊料の額は、別表の定

額による。  

第１４条  宿 泊料の額は別表第１の

定額による。  

２  （略）  ２  （略）  

（食卓料）  （食卓料）  
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第１５条  食 卓料の額は、別表の定

額による。  

第１５条  食 卓料の額は、別表第１

の定額による。  

２  食卓料は、船賃又は航空賃のほ

か に別に 食費を 要す る場合 に限り

支給する。  

２  食卓料は、船賃若しくは航空賃

の ほかに 別に食 費を 要する 場合に

限り支給する。  

（外国旅費）  （外国旅費）  

第１６条  職 員が外国へ出張する場

合 には、 埼玉県 職員 の例に 倣い市

長が定める額を旅費として支給する。  

第１６条  職 員が外国へ出張する場

合には、埼玉県職員の例にならい市

長が定める額を旅費として支給する。 

別表（第１３条、第１４条、第１５

条関係）  

別表第１  

日 当（ １日

につき）  

宿 泊 料 （ １

夜につき）  

食 卓 料

（ １ 夜 に

つき）  

２，２００

円  

１１，８００

円  

（略）  

 

日当（１日

につき）  

宿泊料（１夜

につき）  

食 卓 料

（ １ 夜 に

つき）  

２，２００

円  

１３，１００

円  

（略）  

 

  

附 則  

 （施行期日）  

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２ この条例の施行の際現に旅行している者に支給する旅費の額につ

いては、なお従前の例による。  

（羽生市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

改正）  

３ 羽生市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和

元年条例第２２号）の一部を次のように改正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在すると

きは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  
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（３） 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改  正  後  改  正  前  

（ 公務の ための 旅行 に係る 費用弁

償）  

（ 公務の ための 旅行 に係る 費用弁

償）  

第５条  （略）  第５条  （略）  

２  前項の費用の額は、羽生市一般

職 職員の 旅費に 関す る条例 （昭和

３１年条例第３５号）の例による。 

２  前項の費用の額は、職員の旅費

に 関する 条例 （ 昭和 ３１年 条例第

３５号）の例による。  

  

（羽生市消防団条例の一部改正）  

４ 羽生市消防団条例（昭和２９年条例第６号）の一部を次のように

改正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在すると

きは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３） 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改  正  後  改  正  前  

（費用弁償）  （費用弁償）  

第１３条の２  （略）  第１３条の２  （略）  

２・３  （略）  ２・３  （略）  

４  前２項に定めるもののほか、団

員 に支給 する旅 費に ついて は、 羽

生 市一般 職職員 の旅 費に関 する条

例 （昭和 ３１年 条例 第３５ 号）を

準用する。  

４  前２項に定めるもののほか、団

員 に支給 する旅 費に ついて は、 職

員 の旅費 に関す る条 例 （昭 和３１

年条例第３５号）を準用する。  

  

令和３年２月２４日提出  

             埼玉県羽生市長 河  田 晃  明    


